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劉禺錫にとっての連州
宮坂健介･MIYASAKAKCnSuko
はじめに
中唐の文人・劉禺錫[772-842]は22歳で科挙に合格し、３５歳の時、順宗が
即位すると柳宗元等とともに王叔文の政治改革に参加し屯田員外郎．判度支
塩鉄案という財務官僚に抜擢された。しかし順宗がその年の内に退位すると
守旧派や官官の巻き返しにあい、連州(現在の広東省連州市)に刺史として左
遷させられ、赴任途中でさらに低い司馬という官職に落とされ、朗州（湖南
省常徳市）に左遷された。そして９年もの間任地で過ごした後にようやく都
の長安に召還されたが、すぐに改めて連州に刺史として派遣されることにな
り、その後も中央と地方の往復をすることとなり、二度と中央政界で活躍す
ることはなかった。このように彼の官僚としての人生は不遇であったにもか
かわらず、死ぬ間際に書いた「子劉子自伝」の中で、
天にせず賎しからざるは天のiii(いなり。重ねて屯し累ねて厄するは数の奇なり。
天は長ずる所を与うるも、施さしめず。人或ひは訓を加うるも、心に疵無し○
不天不賎，天之jiil〔今。重屯累厄，数之奇今。天與所長，不使施今○人或加訓●
心無難今。
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と言い切れるだけの自信を持つ人物であり、白居易からは「詩の豪なる者」
と賛され')、同時代の多くの文人たちとの贈答詩を残している一流の文人で
もあった2)。
初めての左遷先である朗州司馬の時代については赤井益久氏などの論考が
あり、墾州刺史の時代も竹枝詞という有名な作品があるために研究は進んで
いると言えよう3)。そこで本稿では２１LDI目の挫折を味わった連州時代を対象
として、連州という場所が彼の文学にとってどのような意味を持っていたの
かを考察して行きたい。
なお、テキストは腿蜆園「劉禺錫集斐証』（上ijir古籍ｌＬｌｊ版社、1,89)を用い、
作品の制作年代については-ﾄﾞ孝萱『劉禺錫年譜』（中華普局、1963)と陶敏・
陶紅雨校注「劉禺錫全集編年校注」（岳麓書社、2003)を参照した。
1．連州の位置づけ
唐代の地方制度は州県制がとられ、州はいくつかの県から構成され、全国
はおよそ350の州とlﾗ50の県に分けられていた。そして州は戸数によって上・
中・下の三つの等級に分けられていた４１が、連州はこの内の下州となり、州
のランクでは最も低い。唐代の地理書である「元和郡IlW<志」巻二十九江南道
五'１には次のように記してある。
連州は、素が長沙郡の南境と為し、漢が桂陽郡を世き、陳に至りて桂陽県と
為る。陪文帝の開型１－年連州を置く。大業初改めて煕平郡と為り、武徳四年復
述州と為る。
州境：東西二百ＩＩＬ'十里。南北四百H1･
ノ唖Ｉ：西北三千六百六十五里にしてl都に至る。東北三千四百五里にして東
都に至る。（後略）
連州，為長沙郡之南境，漢悩桂陽郡，至陳為桂陽縣。陪文帝開皇十年置連
州，｜X1黄連嶺為塙。大業初改為煕平jllll，武徳四年復為迎州。
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州境：東西二百四十二里。南北四百里。
ﾉuiI：西北至上都三千六百六十五里。束北至東都三千lJL1百五里。（後略）
このように都から大変離れており、劉禺錫も二ケ月あまりかけて赴任してい
る。唐代における連州の位置づけを見て行くと次のようなものがある。
二月、前の黄門侍郎楮遂良黄門侍郎に起復す。中書侍郎崔仁師を除名し、連
州に配流し帰附せしむ、……
二月，前黄llW侍郎楮遂良起復黄Ｉｊ１侍郎。’''書侍郎媛仁liiii除名，配流連州歸
附，……
（｢旧唐書」巻三人宗紀貞観二十二年）
辛酉、刑部尚f11:王昂を連州刺史に艇するも、昂万州に至りて卒す。
辛酉，腫刑部尚書王昂連州刺史，昂至萬州卒。
（｢||]唐普」巻一一代宗紀太I轡一二年五月）
己卯、京西神策行誉節度行軍司馬韓泰撫州刺史に艇され、司封郎中韓曄池州
刺史にI伍され、埴部員外郎柳宗元部州刺史に雌され、屯H|員外郎劉禺錫連州刺
史に陀さるるは、王叔文に交わり坐すなＩ)。
己卯，京西神策行誉節度行軍司馬韓泰陀撫州刺史，司封郎中韓嘩腫池州刺史，
艫部員外fll卿宗元ｌ１ＺＨＩｌ州刺史，屯|H員外I;１脚禺錫１１乏連州刺史，坐交三E叔文也。
（｢Ⅱ]唐書」巻-1111憲宗紀元和元年九月）
辛丑、鮒馬都尉子季友嫡母の喪に居るに、進弓士劉師服と歓宴夜欲す。季友は
官飼を削られ、答ち四○にして中州に安置きる。師服は答四○にして迎州に配
流きる。
辛丑，鮒馬都尉干季友居嫡母喪，與進=|劉師服歓宴jll〔飲。季友削官爵，答
四十，忠州
安置；師服答四十，配流連州；
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（「旧唐書」巻一五憲宗紀元和一○年三月）
この他にもいくつか連州にまつわる例はあり、その'二'１には馬絃6)のように
連州に赴任した後に高官についたものや{JIvlitのように報償として連州長史を
授けられた7)ものもいるが、むしろこれらは例外で、左遷の方が多くを占め
る。朗州司馬という明らかな左遷人事より官職として良くはなっているが、
都から遠く離れている点、さらに左遷されて連州刺史に赴任する途中で朗州
司馬になった経緯なども考え合わせれば左遷人事であったことは明らが)で
あろう。
2．劉禺錫の詩
彼の連州左遷は元和10年(815)から元和14年に母を失って洛陽で喪に服す
るまでの4年間である。すでに９年前に一度左遷先としてあてがわれ、すでに
44歳になっていた劉禺錫は、連州時代にどのような作品を残しているのだろ
うか。『劉禺錫年譜」に基づき、彼の詩を見て行くと、作品は大きく贈答詩と
その他に分けられる。朗州司馬時代の特徴が楽府詩に代表される非常に批判
`性の強い作品が多いのに対して、この時代では贈答詩や唱和詩など割合とし
て高い,)。劉禺錫は後に文名を知られ、様々な文人との贈答詩や唱和詩を作
っていくことになる。そこでまず贈る対象を意識して作られたこれらの詩か
ら検討して行きたい。
ａ・贈答詩・唱和詩
劉禺錫の贈答詩の'１ｺでまず注目すべきは親友・柳宗元とのものである。柳
宗元は劉禺錫が元々播州（現在の貴州省遵義市）に左遷されようとしたとこ
ろ、劉禺錫には年老いた母親がいるので自分の任地である柳州と交換するよ
うに願い出ようとした'０)という逸話が残っているほどの特に交友が深い間柄
だった。元和14年に亡くなっているが、この間も多くの交流があった。例え
ば「酬柳柳州家難之贈」（外集巻七）と見てみよう。
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日日臨池弄小雛
還思寓論付官奴
柳家新様元和脚
且識撒芽數手徒
ＨｌＥＩ池に臨みて小雛を弄ぶ
還りて論を写さんと思い官奴に付す
柳家の新様元和の脚
｣1つ蕊芽を尽くして手を数むる徒
この詩は柳宗元の書について述べているもので、「答前篇」「答後篇」（とも
にﾀ牒巻七)と一連の作である。第一句の「小雛」とは自分の息子のことであ
り、「答前篇」にも「小児」という言葉が出てきている。第二句の「官奴」と
は王義之の娘を指し、第三句は柳宗元の書体について言う。そして第四句は
｢避芽」のような柔らかな指で「敵手」などして書を学ぼうとする様子を表
す。『因話録」によればく柳宗元の書は後進に多く支持されていたという。「答
前篇」でも「小兒弄筆不能愼」と自分の子供を出していることからも、気が
置けない友人に自分の|]常的な部分を述べていることに注目すべきであろう。
またこの時期には嶺南節度便・馬總とも「和南海馬大夫聞楊侍郎出守梛州
因有寄上之作」「南海馬大夫遠示著述兼酬拙詩軌著微誠再有長句時察戎未稠
故見於篇末」「馬大夫見示itlf西王侍御胴答詩因命同作」（いずれもﾀ牒巻五）
などの詩の贈答を行っている。「酬馬大夫登涯口戊見寄」（ﾀ牒巻五）を例に
見てみよう。
新鮮金印挑朝纏
臨水登山四艦輕
猶念天涯未歸客
癖雲深虚守孤城
新辞の金印朝継を払い
水に臨み山に登りて四体経し
猶天涯より未だ帰らざる客を念うがごとし
療雲深き処孤城を守る
「水経注』によれば、涯口とは潅水が榛水と合流するところである。おそ
らく嶺南節度使・馬總は刑部侍郎として都に召還される際にこの水路もしく
は道を通って都へ戻って行ったのだろう。この詩の前半２句は馬總が都に帰
る様子を言い、後半２句は劉禺錫力堵１１から遠く離れた連州で嘆いている様子
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を表している'１)。馬總の側からすれば文人の－人と会う機会があったので詩
の贈答をしただけかも知れない。しかし劉禺錫にすれI銘|Hに戻りたいという
希望を権力の中枢に伝える重要な機会であったに違いない。だからこそこの
他にも幾度となく詩の贈答を行っていと言えるのではなかろうか。
さらに劉禺錫と同じように左遷されてきた場合はどうなるのか。楊於陵の
詩に唱和した「和楊侍郎初至榔州紀事普情題郡齋八灘Ｕ（外集巻五）を見て
みる。
旋節下朝蔓
分圭從北迺
城頭鶴立塵
騨樹鳳棲來
蓄路芳塵在
新恩騨騎催
里間剛優草
鼓舞柞成雷
吏散山禽嚇
庭香夏濫開
郡齋堪四望
壁記有三台
人諦微黄晩
文非弔屈哀
一吟梁甫曲
知是臥龍才
臓節は朝台に下り
韮を分けられ｣こより廻る
城頭鶴の立つ処
駅樹鳳棲み来る
旧路芳塵在り
新恩駅騎催す
里間風草を催せ
鼓舞して芥つこと雷を成す
史散じ１１１禽嚇り
庭香り夏涜開く
郡斎凹望に堪え
題記に三台有り
人は黄を徴めて|塊るるを謡る
文は屈を弔いて哀しむに非ず
-･たび１１今ずるは梁iM｢の[１h
足臥竜の才を知る
初めの４句は楊於陵と梛州(現在の湖南省榔州市)の来歴が書かれている。
｢旧唐書」巻一六四楊於陵伝によれば、彼は元和初に嶺南節度使として南方
に赴任し一度中央に戻ったが、再び榔州刺史として赴任してきたので、劉禺
錫は「分圭從北廻」という。また４句目の後の注に「蘇耽傅云：後化為仙鶴，
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止城東北隅櫻上。又州北棲鳳騨，lIiM經云：常有威鳳降子庭梧也｡」とあるが、
これも椛州という任地がいかに良い来歴を持つのかを示している。後半は漢
代の丞相である黄覇や戦国時代の悲劇の詩人屈原の故事を用いて才ある人が
用いられないことを示した上で、さらに最後の２句は三国時代の蜀の丞相・
諸葛亮を意識して描く。「梁甫曲」とは諸葛亮が好んで歌った歌で「梁父吟」
とも言う。また「臥竜」とは諸葛亮を指す言葉で「かくれて世に知られない
でいる大人物」の意。全体として楊於陵を励ます内容になっており、この基
調は「和榔州楊侍郎玩郡齋紫蔽花十四韻」（外集巻五）でも変わらない。さ
らにこちらの最後の句では「不學天桃姿，浮榮在俄頃｡」と言っているカミこ
れは「元和十一年自朗州召至京脚曾看花諸君子」（巻二四）や後に詠むこと
になる「再遊玄都観」（同)'２１と繋がる精神であり、「才ある人が用いられな
い状況を嘆く」ことと合わせて考えれば、劉禺錫自身についても語っていた
詩である言えるのではないだろうか。
初めの柳宗元との贈答詩では日常での劉禺錫がかいま見られるのに対して、
後半二つの馬總や楊於陵との贈答詩では典拠を用いて相手の状況を詠むだけ
でなく、自分の不遇をも読み込む傾向があると言えるだろう。
ｂ、その他の詩
贈答詩以外の詩でまず注目すべきは楽府詩であろう。初めの左遷の地・朗
州でも「蟹子歌」「競渡曲」などの朗州の民俗を詠んだ作品も多い。その中の
一つに「莫揺歌」（巻二七）がある。
莫揺自生長
名字無符籍
市易雑鮫人
婚姻通木客
星居占泉眼
火種開山脊
夜渡千切籍
莫倦は自ずから生長す
名字符籍無し
市易鮫人を雑え
婚姻木客と通ず
璽苫泉眼を占め
火種山脊を開く
夜千初の鶏を渡るも
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含沙不能射含沙射ること能わず
「莫揺」とは現在のヤオ族にあたる少数民族で『階書」によれば「先祖に
功があったので祷役が免除されていたのでこの名前が付いた」という。彼は
そのような由来を持つ莫揺に興味を抱いて、その来歴から説き起こす。初め
の２句はそれにあたる。「鮫人」とは伝説で水の中に住むという人、「木客」
とは鳥の爪を持つという野人であるが、それらとも交流がある。「含沙」とは
水中で秘かに人に危害を加えるという化け物だが、それすらも莫揺を射るこ
とが出来ない。この中では唯一「星居占泉眼，火種開山脊｡」の句が集落を
作らずに分散して住んだり、焼く畑をして暮らしたりする彼らの生活を実際
に描写している。この詩は楽府には入っているものの大変説明的な詩となっ
てしまっており、その意味で「典拠に基づく莫揺」と言って良いだろう。
これは楽府ではないが同じく「莫揺」を詠んだものに「連州臘日観莫揺猟
西山」（巻二五）がある。
海天殺氣薄
蟹軍部伍鴛
林紅葉蓋愛
原黒草初焼
圃合繁鉦息
禽興大旅揺
張羅依道口
砿犬上山腰
猪臘慮奮迅
驚響時踊跳
療雲四面起
臘雪半空消
箭頭餘鵠血
鞍傍見雄麹
海天殺気簿り
蛮軍の部伍鱗し
林は紅〈葉尽く変じ
原は黒く草初めて焼く
囲み合わさ')て繁鉦息み
禽興りて大旅揺れる
羅を張り道口に依り
犬を唯け山腰に上らしむ
猜鰯は彌迅せんと慮り
鷲野は時に燭り跳る
療雲四面より起き
臘雪半空に梢ゆ
箭頭に鵠血を余らせ
鞍傍に雑翅を見る
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日暮還城邑
金茄發麗誰
日暮れて城邑に還り
金筋を腿諜に発す
こちらは「莫揺歌」と異なり、莫倫の狩りの様子が躍動的に描かれている。
初めの２句では狩りの始まる前の緊迫した場面を、次の６句では狩りのやり
方を描く。まず火を放って盤物を追いつめた上で、獲物を囲みが完成すると
｢鉦」という銅鍋のようなものを鳴らさないようにし、旗を振って指揮をす
る。そして網を道に沿って張り、犬をけしかける。後半では犬に狩りの中で
逃げまどう艫やノロの様子やその後狩人の凱旋の姿なども絵でかけるような
細かさで描写している。この細かさは実際に見聞きしないと描けないもので
あり、その意味で視覚と聴覚を総動員している詩だと言えるだろう。
再び楽府に話を戻すと、また朗州時代には楽府には含まれないものの、楽
府系とも言うべき「昏鏡詞」「聚蚊謡｣、「秋蛍引」など社会批判的色彩を持つ
作品や、動物に仮託した寓言的な作品が多く作られた'３１のに対し、この連州
時代には「描田歌」（巻二七）ぐらいしか作られていない。前半ではこの地方
の農民の生活を描き、後半が農民と官吏との会話になっている。後半は次の
ようなものである。
田夫語計吏
君家儂定諸
一來長安罷
眼大不相蓼
計吏笑致鮮
長安真大庭
省門高鞆峨
儂入無度数
昨來補衛士
唯用筒竹布
君看二三年
田夫計吏に語りていわく、
君家儂定めて諸んず
一たび長安に来たりて龍むれば
眼大なりとし相参わらず
計吏笑いて辞を致す
長安は真に大いなる処なり
省門は高きこと舸峨にして
儂入ること度数無し
昨来衛士に術せらるるには
唯筒竹布を川う
君看よ二三年
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我作官人去我は官人と作})て去らん
「田夫語計吏」に始まる4句はU｣夫から計吏への言葉である。ここではまず
長安に行って帰ってきたら、私たちを軽蔑するようになるだろうという内容
を話す。それに対する答えが「計吏笑致辮」以下の計吏の言葉である｡この
中で特に「昨來補衛士」以下の4句が調刺となっている。近頃衛士の欠員に
補充されるためには、「筒竹布」というこの地方の特産品を送っておけばそれ
でよい。そうすれば二、三年で位の高い官人になって、去って行こう。要す
るに売官(買官)をすればすぐにでも地位も上がり都に帰れるということであ
る。詩の引にある「偶登郡襖，適有所感，遂:書其事為偲歌，以俟采詩者｡」と
は、民間の歌謡を採取する采詩の官にこのような民`情を伝えたい、そして改
変して欲しいという楽府の本来的な機能を果たすべく書かれたものである。
連州時代初期に作られた'4）「沓潮歌」（巻二七）にも着任直前に作ったと思
われる「度桂嶺歌」（巻二七）にも朗州時代に見られるような強い調刺を含ん
だものはない。あるのは先ほど見た「連州臘日槻莫祷猟西山」（巻二五）のよ
うな劉禺錫が目にした風鍬や民俗である。このような視点は、楽府に限らず
｢海陽十詠」（ﾀ牒巻八）にも共通したものと言えるだろう。
おわりに
理想を実現するまもなく、挫折を味わった直後の朗州時代には楽府系の作
品に多く現れていた不遇を託つ劉禺錫の心情が、連州時代には形を変えて現
れた。すなわち自分を排撃した人物またはその状況を直接に批判するという
形ではなく、対象となる人物に仮託する形に変化して贈答詩や唱和詩の中に
現れていたのである。その意味で贈答詩や唱和詩には劉禺錫の本心がより現
れていたと言えるだろう。そしてその中でも官僚としての復活ではない、日
常の身の回りのことを見せられたのは、気が置けない柳宗元に対してだけで
あった。
一方で目の前の風獄を描写するように詠む作風は朗州時代から引き続き保
,Ｏ宮坂健介
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っておI)、「連州臘日観莫愉猟西山」（巻二五）などはその成功例と言えるだ
ろう。これは後の懐古詩の系譜に連なるものと言えるが、連州にはいわゆる
史跡などが少なかったために、このような描写の仕方を活かせる機会は少な
かったのではなかろうか。
初めに述べたように劉禺錫は生涯「自分は間違っていた」とは思っていな
かった。その中で連州時代とは、自分を左遷した者への一方的な批難よりは、
むしろ才能が用いられないことへの不満へと劉禺錫の心境に変化が起こり、
それを表現した時代と言えるだろう。
■注釈
｢旧唐書」巻一六○劉禺錫伝
例えば韓愈・柳宗元・元棋などが挙げられる。
前者については赤井益久「劉禺錫の鏑遷と文学一朗州司馬期の寓言文学を中心に
－」（国学院大学漢文学会「漢文学学会鋼33,1,88)、後者については中津淡渉
｢劉禺錫のく竹校訓〉について」（大阪府高等学校国語研究会「新国語研究」１７、
１，５３)がある。いずれも石村Pt博「劉禺錫研究文献|]録[ZOOL4現在]」（中庸文学会
｢中庸文学会報」８，２００１)による。なお、柴格ＩＪＩ「劉禺錫の生潤（京都産業大学言語
研究会「ことばのアスペクＭ第６号、］,，刀には大きく啓発された。
砿波護『唐代の行政機ｲIiiと官僚」（中央公論社[111公文Iilq、１”8)を参照。
[唐]李吉甫撰、賀次君点校「元和郡県図志」（中国古代地理総志叢刊）中華書局
1183.6 
｢旧暦書」巻一三四馬絃伝に次のようにある。「至徳｢１１，李光弼鎮太原，辞為掌普記、
試大理評事、監察御史，歴侍御史。常蓼謀議，光弼甚重之，奏授比部、刑部郎中。
、神功鎮沐州，奏授節度判官、検校兵部郎中。繩連州刺史，微拝吏部郎中，又出為
|Ｈ１州刺史，人為大理少li1l1o建中初，為潤州刺史，郷砂使柳載以清白聞，微拝太子右
庶子，遷左散騎常侍｡」後に刑部侍郎にまでなる卿愈も、「旧唐書ｊ巻一六○韓愈伝
に「愈嘗上章数千言極論之，不聴，怒腫為連州陽山令，晶移江陵府橡曹｡」とあるよ
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(2) 
(3) 
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(6) 
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うに連州陽山県令には明らかに左遷されて赴任している。
（７）「旧唐書」巻一五一伊|it伝に次のようにある。「嗣恭表膜功，授連州長史，知常州'９１
線副使，三選江州別期｡」
(8)「|H唐書』巻一四窓宗紀の元f[|元年八月の条には「壬午，左降官率執誼、韓泰、陳諌、
柳宗元、劉禺錫、輔嘩、凌準、程界等八人，縦逢恩赦，不在量移之限｡」とあり、大
赦の対象にもならなかった。
(，）この時代の4o首あまりの詩の内、およそ半数が､圓和詩や'w答詩など贈る対象を意識
している作品となっている。
(】o）「韓昌黎集」巻三二柳子厚墓誌銘による。
(I'）腿蜆圃氏は「新酔金印抑朝継」の句は馬總が中央に戻り刑部侍郎になることを示し、
「揮雲深慶守孤城」に含まれる劉禺錫の量移を臨む気持ちを指摘している。
('2）前者は「紫阻紅塵挑而來，無人不適看花回。玄都観裏桃千樹，鑑是劉郎去後栽｡｣。
後者は「余貞元二十一年為屯lIl員外郎時，此観未有花。是歳ｌＩＪＩ牧連州，尋ｌＩＺ朗州司
馬。届十年，召至京師，人人智言，有道士手植仙桃，滿蝋如紅霞，遂有前篇以志一
時之事。旋又出牧，今十打凶年，復為主客郎中。菰遊玄都楓，蕩然無復一樹，唯免
葵燕麥動揺於春風耳。因再題二十八字，以俟後遊，時大和二年三月。
百畝庭１１.半是苔，桃花開識菜花|;Ⅱ。極桃道士蹄(『ﾘ塵，前IjIi劉郎今又來｡｣。
(13）赤井氏前掲論文参照のこと。
('4）腿娩園氏はこの詩は後に作られたものだとしているが、遮州の風景を読んでいる点
を重視し、連州時代の作品としておく。
，Ｚ宮坂健介
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